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1：50, 000  地質図幅
説            明            書 　　　　　　　　　　　　　　　　          

留            萠
( 旭川―第 41 号 )

　本図幅の野外調査は，昭和 26 年 7 月より約 2 カ月間行った。

　留萠川以北に関しては古くは地質調査所鉱物調査報告があり，増毛町近傍の地質に

ついては北海道大学の修業論文に記載されている。また大和田炭砿附近は同社の調査

資料がある。

I. 　 地　   　形

　調査地域は北海道中央部の西端に近く位置し，北西は日本海に面し，北および南部

は緩やかな山地をなす。

　本地域の地形は留萠川を境として，南部と北部はやや趣を異にしている。南部地形

区は高距 350m 以下であるが，隈根尻層・峠下礫岩層・ユードロ礫岩層等の堅硬な

地層が分布しているので，一般に北部地区に較べるとやや高峻である。西方は漸次

低平となり，海岸段丘をもって日本海に臨む。北部地形区はユードロ層その他の軟質

な地層を主とするため，高さほとんど 250m 以下の低夷な丘陵性小起伏をなすにすぎ

ない。

　本地域内の地形は岩石の差別侵蝕に支配されることがいちじるしく，地層の硬軟の

差がよくあらわれている。すなわち山頂を形成するものの多くは，増毛硬質頁岩層お

よび峠下礫岩層で，ユードロ層の分布地帯に至ると地形はたちまち低平になる。

この状態は航空写真によってもあざやかに判読される。

　調査地内の河川は，地形が低夷なため谷筋は錯雑をきわめているが，そのおもなも

のは北西流して日本海にそそぐ。
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II．  地　　 　質

II．1　概　　説

　この地域には，古生界とされている隈根尻層がごく一部にみられるほかは，主とし

て新第三系および第四系が分布するが，とくにこの地域は天北地方と雨竜地方との移

化帯にあたり，地質学上いろいろの問題の存するところとして注目されている。

　本地域の層序は第 1 図地質総括図のとおりである。

第 1 図　留 萠 図 幅 地 質 総 括 図
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　隈根尻層はばくぜんと古生界といわれ  ＂ 樺戸古生層＂に対比されており，本地域の

基盤岩をなしている。この地域には中生界および古第三系 ( 石狩統および幌内統 ) を

欠き，新第三系は下より天塩統と北見統とからなる。

　天塩統は 2 層にわかたれ，下部を大和田夾炭層，上部をユードロ層という。大和田

夾炭層からは淡水棲貝化石および植物化石のみを産出し，海棲貝化石は発見されてい

ない。本夾炭層は下位の隈根尻層とは断層もしくは不整合で接し，さらに上位の瀕海

性のユードロ層に不整合に蔽われるが，この間隙はさして大きくはないと思われる。

ユードロ層の上部すなわち泥岩層は深海性を帯びてくる。北見統はこれらの地層をい

ちじるしい不整合で蔽い，下位から峠下層・増毛層および留萠層と順次に堆積してい

る。各層とも岩質は凝灰質であり，かつ海棲貝化石を産する。

　第四系としては海岸および河岸の段丘堆積層と，河川の氾濫原を構成する冲積層と

がある。

　火成岩としては橄欖石玄武岩が留萠層下部をつらぬいており，2，3 カ所に岩脈を

なして点在する。

II．　2　各　　説

　Ⅱ．2．1　隈  根  尻  層

　本層の分布は小局所に限られる。番外の沢の 1 支流・馬場炭山の沢および八線の沢

に露出するものは，いずれも北西‒南東方向の狭長な分布を示し，両側の第三紀層と

はいずれも断層をもって接している。

　本層を構成する岩石は主として黒色粘板岩・輝緑凝灰岩・暗灰色硬砂岩等であり，

輝緑岩および集塊岩をともなう。粘板岩は小片状に破砕する性質があり，また本層中

に白色方解石の細脈が縦横に走っている処がある。

　大和田炭砿附近で従来大和田夾炭層の石炭層中，いわゆる本層以下をつらぬいてい

るとされていた変朽安山岩は，本所根本忠寛の野外観察と顕微鏡下の研究とによって

輝緑凝灰岩と訂正され，したがって同岩は隈根尻層に含まれることになった。

　本層の岩石はきわめて堅硬であるために，附近の低夷な第三系丘陵地に対し急峻な

山地を形成する。
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　従来本層からは化石の産出がないとされていたが，昭和 26 年に本所の一杉・佐々

木両技官により大和田地方の粘板岩の顕微鏡薄片中に多数の放散虫化石が発見され

た。しかしこれらは古生代のものかあるいは中生代のものか，はっきり区別するまで

に至っていないという。本層は従来ばくぜんと「古生界」といわれていたが，しかし

最近岩質上からジュラ紀のものも含んでいるのではないかという考えもでてきた。

  ( 第 1 表対比表を参照 )

第 1 表　対　比　表

　II．2．2　天　塩　統

　本統は大和田夾炭層とその上を不整合に蔽うユードロ層とからなっている。
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　Ⅱ．2．2．1　大和田夾炭層

　留萠市大和田炭砿附近，藤山および十六線の沢に狭長な分布を示す。本層と隈根尻

層との関係は前にのべたように，番外の沢の 1 支流および馬場炭山の沢においては断

層をもって，また大和田炭砿附近では不整合関係をもって接している。

　本層は層厚約 300m で，基底礫岩層と夾炭層とに分けられる。

　基底礫岩層　本層は大和田炭砿附近にのみみられる。本層の上部は暗灰色泥岩ない

し青灰色泥岩を主とし，青灰色砂質泥岩および砂岩の互層をともなう。下部は青灰色

細粒ないし中粒礫岩を主とし，これと砂岩との互層を従とする。下部層は植物化石を

多産する。礫岩の礫としては隈根尻層の輝緑凝灰岩が多く，膠結物質も輝緑凝灰岩質

のものが多い。

　本礫岩層は大和田炭砿の坑口附近で最も厚く 70m にもおよぶが，ところによって

はこれをまったく欠き，隈根尻層の輝緑凝灰岩が単に赤錆色を呈していることによつ

てのみ往時の風化面をしのばせている。

　夾炭層　灰白色の細粒ないし粗粒砂岩を主とし，黒色泥岩を挾む。泥岩は珪質をお

び脂感を呈するところがある。大和田地区では夾炭層の下部に 3 枚の炭層が介在し，

それらは上層・本層および下層とよばれ，本層だけが目下稼行されている。最近中ユ

ードロ沢中流で行った試錐の結果により，夾炭層の上部にあたらしい石炭層が発見さ

れ，新層とよばれている。本層の構造は大和田地区では比較的簡単で，北東に約 30°

の傾斜をもっているが，藤山地区では断層が多く構造が複雑であって，ために採炭は

中止されている。

　 夾 炭 層 中 に は 植 物 化 石・ 淡 水 棲 貝 化 石 (Viviparus sp.， Lanceolaria sp.， Mar-

garitifera sp.) を産するが，海棲貝化石は発見されていない。

　また京都大学の森下晶などは，本層中の泥岩から外洋性有孔虫の Globigerina が

検出されたことを報告して注目されている。

　本層の時代に関しては，主として 2 説があって相容れず，紛糾をつづけてきた。そ

の 1 つは本層を古第三系として石狩統に対比するものであって，その論拠は次のよう

である。

　大和田夾炭層とその上位の植物化石 Comptoniphyllum naumanni NATHORST を産

するユードロ層とのあいだに不整合があること，岩質は新第三系のものにみられない
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ようなものであること，石炭の質がよすぎること，橋本亘が夾炭層分布区域から古第

三系であることを示す Corbicula atrata tokudai (YOKOYAMA) に似た蜆介化石の転

石をえたこと，および同層の植物化石は遠藤誠道によれば  ＂極地中新期植物群＂の要

素をもっており，また同化石は棚井敏雅によっても石狩統を示すものらしいといった

ことなどにより，本夾炭層を古第三系と考えるものである。

　他は羽幌層準説で，石狩・幌内時代には樺戸山地は陸化していて，石狩および幌内

層のような古第三系はなく，新第三系が直接古い岩石を蔽ったとするものである。羽

幌層準の石炭は元来低品位で黒色褐炭をつねとするのであるが，大和田夾炭層が良炭

を産するのは次のように説明している。すなわち同層の下部をつらぬく変朽安山岩の

熱影響により，亜瀝青炭まで炭化をすすめたものであるというのである。

　以上のように大体 2 説があり，いずれも決定的資料はないが，現在一般には後者で

あるという傾向が強いので，疑問はあるが，ここでは大和田夾炭層を天北地方の新第

三紀初期の羽幌層に対比させておく。

　II．2．2．2　ユードロ層

　本層は留萠川北岸ユードロの沢およびバンゴベーの沢に標式的に発達するもので，

大和田夾炭層を不整合におおっており，全厚は約 2,000m であって，下から礫岩層・

軟質細粒砂岩層および泥岩層に 3 分される。礫岩を除いては両層とも岩質が軟弱で，

他の岩層にくらべて低い地形をつくり，航空写真によって見ても，その削剝面は明ら

かに特徴ある侵蝕状態を示す。したがって岩石の露出はきわめて不良である。

　本層は留萠・雨竜地方における幌新層とともに，ばくぜんと石狩地方の川端統に対

比されてきたものである。しかし細分された川端統のいずれに相当するかは，はっき

りしていなかった。最近多くの人々の調査を綜合すると，岩質の類似，石炭薄層の介

在および化石 Comptoniphyllum naumanni NATHORST， Corbicula iburica(YOKOYAMA)

の産出等により，ユードロ軟質細粒砂岩を大和田夾炭層と同じく，羽幌夾炭層に対比

させるのを適当とする。ユードロ泥岩層の海棲貝化石には築別フオーナの要素はない

ようであるが，これを棲息環境による差とみなし，ユードロ泥岩層を築別層に相当す

るものとする。

　礫岩層　留萠市大和田炭砿および十六線の沢中流附近に，大和田夾炭層を不整合に

蔽って発達し，上部は軟質細粒砂岩層に漸移する。層厚は 100 ～ 250m である。本層
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は青灰色礫岩を主とし，砂岩・泥岩および薄い石炭を挾み，植物化石および珪化木を

多く含む。また本層の最上部には牡蠣化石が散点して含まれる。

　礫は黒色粘板岩・輝緑凝灰岩の亜角礫が多く，拳大を主とし，大和田夾炭層の基底

礫岩層のものより粒度があらいことを特徴とする。本層はユードロ層のうちもっとも

堅硬質で，ために同層分布地帯は山嶺を形成する傾向をもっている。

　軟質細粒砂岩層　本層は層厚が約 500 ～ 1,200m で，北部では中の沢・マサリベツ

沢およびユードロ沢等の中流地方，南部では番外の沢・十二線の沢および八線の沢等

の中流地方に広く分布している。本層は暗灰色軟質細粒砂岩を主とし，5 ～ 10m の

黒灰色泥岩を挾有する。軟質頁岩はやや凝灰質で往々炭質物を含有し，美しい縞模様

を呈する。また 7 ～ 8 枚の粗悪炭あるいは炭質頁岩が介在する。また数枚の牡蠣帯

(Ostrea gravitesta zone) を挾んでいる。全層を通じて植物化石が多い。棚井敏雅

によれば，これらは中新期の " 台島植物群 " の典型的なものであるという。

　本層は従来 Comptoniphylium の層準として有名であり，調査に際して採集した化

石は

    　Comptoniphyllum naumanni NATHORST 

  　  Ostrea gravitesta YOKOYAMA 

    　Corbicula iburica (YOKOYAMA) 

等である。また本層の砂岩には油徴があり，従来しばしば石油調査の対象となった。

　泥岩層　本層は層厚 350 ～ 700m で，北部では臼谷より中の沢上流地方にかけ北西 -

南東に帯状に分布し，南部では十二線の沢・桜場の沢等の上流にわたり，同じく北西

‒南東にのびて広く分布する。本層は下位の軟質細粒砂岩層から漸移するが，同層と

ことなり海棲貝化石を産する。

　本層は層理にとぼしい暗灰色ないし帯緑灰色泥岩を主とするが，青灰色砂岩を挾有

しまた団塊が散点する。泥岩は風化面にそって割れ，水にぬれると暗緑色をおびてく

る。本岩層は軟質細粒砂岩層に比してやや緻密で堅いので，一般に地形的に高所を占

める。

　本層は全域を通じて同岩質であるというわけでなく，ところにより岩相の変化をみ

る。すなわち留萠川以北臼谷附近では，本層の上部にあたる部分には礫を散点する砂

岩が発達する。砂岩は板状によく剝離するもので，浅海性の貝化石 (Natica sp.,

7
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Macira sp., Mercenaria sp.) を産する。柱状図にあげたユードロ泥岩層の砂岩部

とは，この砂岩をさすものである。天北地方に広く発達する川端階古丹別層 ( 礫岩・

砂岩および泥岩の厚い累層 ) は，おそらく本砂岩部の上位にくる地層であろう。

　留萠川以南ではうえにのべた傾向はみられず，南行するにつれて泥岩がますます厚

く緻密になる。この部分の本層は南方図幅域外の奔
ぽ ん す

須部
べ つ

都層という泥岩層に相当する

ものであろう。

　本層中の化石で鑑定しえたものは次のとおりである。

Nuculana sp.           　　　　　  Mercenaria sp. 

Acila insignis GOULD                 Mactra sp. 

Tellina sp.                                     Natica janthostoma DESHAYES 

Macoma sp.                                  Phaxus izumoensis (YOKOYAMA) 

Lima sp.                                       Yoldia sp. 

Serripes sp.                                  Dentalium sp. 

　II．2．3　北   見   統

　北見統は前にのべた各地層を，いちじるしい傾斜不整合をもって蔽っている。本統

は下から峠下層・増毛層および留萠層の順序に細分されるが，各層とも凝灰質の岩石

で構成されることが特徴である。

　II．2．3．1　峠　下　層

　本層は増毛層の硬質頁岩とともに，北見統中もっともかたい岩石よりなり，図幅域

内留萠川の北においても南においても，ともに分水嶺を形成する場合が多い。

　峠下層は全厚約 700m であるが，これを 2 分して下部を凝灰質砂岩頁岩互層，上

部を礫岩層とする。しかしところによっては，たとえば大和田炭砿以西の留萠川右岸

から臼谷海岸にそって分布する峠下層は，これを上のように 2 分することは困難であ

り，礫岩部が優勢なので礫岩層のみとして着色した。

　峠下層の地質時代については，本層がユードロ層以下の地層を傾斜不整合に蔽う事

実，上位の増毛硬質頁岩層との整合関係，および火山活動が本層堆積時期に開始さ

れ，なお増毛層および留萠層の時代にもひきつづき行われたとみられることなどによ

り，本層を稚内階において増毛層から分離した。峠下層は 1950 年橋本亘等が初めて



設けたもので，同氏はこれを上部瑞穂統の基底とし鮮新世初期ないし中新世末期にし

ている。

　凝灰質砂岩頁岩互層　いわゆる  ＂白つぶ層＂とよばれるもので，帯緑色凝灰質砂岩

と暗灰色凝灰質頁岩との互層からなり，全層を通じて  ＂白つぶ＂( 浮石 ) が点在する。

  ＂白つぶ＂はところによってその量に差異があり，ユードロ方面では顕著であるが，

八線の沢流域に至ればいちじるしく不明瞭になる。

　本層の砂岩中には海棲貝化石を産するが，上部の頁岩には濶葉樹の葉の化石と薄い

亜炭層がみられる。

　礫岩層　下部は礫岩を主とする礫岩・凝灰質砂岩および泥岩の互層よりなり，亜炭

の薄層を挾有し，かつ炭片を散点しており，上部は層理にとぼしい凝灰質砂岩および

泥質砂岩を主とする。

　礫岩は主として粘板岩・輝緑凝灰岩・砂岩および珪岩等の礫よりなり，その大きさ

は普通豆大でよく円磨され，膠結物は砂あるいは粘土で，下位の大和田基底礫岩層・

ユードロ礫岩層のものと一見して区別しうる。砂のなかには炭粉が多く，黒褐色にみ

えるところがある。砂岩は灰色凝灰質あるいは泥質で小礫を散点し，層理にとぼし

い。本岩はしばしば海棲貝化石を多産する。泥岩も凝灰質で風化すると表面に黄粉を

露呈することにより，他層の泥岩と区別できる。

　本層は全層を通じて海棲貝化石および海胆化石が多いが，とくに留萠川沿岸大和田

炭砿の東方 3km の箇所で上位の増毛層に近い層準の露出には，保存のきわめて良好

な貝化石および海胆化石が密集している。これから橋本亘が多数の化石を報告してい

る註 1)。

　本層の泥岩中には 30cm ～ 1m の亜炭層が介在しており，八線の沢ではかつて稼

行したことがある。

　II．2．3．2　增　毛　層

　本層は全層約 400m であり，下位の峠下層および上位の留萠層とはいずれも整合漸

移する。本層は主として硬質頁岩層よりなるが，留萠川下流から信砂川中流にかけて

は，硬質頁岩層と峠下礫岩層とのあいだに，層厚 100 ～ 150m の軟質の泥岩層がみら

れる。この泥岩層は硬質頁岩層の水平的変化による地層と考えられる。

   註 1)　文献 7)　橋本亘 (1950)
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　本層は疑いもなく宗谷地方の稚内層，石狩油田の望来層，石狩炭田の岩見沢層およ

び北海道西南部の八雲層に対比され，峠下層と同じく鮮新世初期ないし中新世末期に

されている。

　泥岩層　本層は灰色を呈し，層理にとぼしい軟質の凝灰質泥岩よりなる。その厚さ

100 ～ 150m を算する。本層の分布は図幅域内の中央部に限られ，北部および東部に

はみられない。本岩は直径 10cm 内外の球状の泥灰質団塊を散点的に含むことが特徴

で，そのなかには大きい巻貝 (Neptunea modesta KURODA) の保存きわめて良好な

化石がはいっている。

　本層の岩質はユードロ泥岩層によく似ており，しばしばそれと見誤ることがある

が，本層の岩石はより無層理かつより軟弱なことおよび球状団塊を含むことなどによ

り区別できる。

　硬質頁岩層　本層は下位に増毛泥岩層が分布する場合はこれと漸移し，同層を欠く

場合は峠下層上部の砂岩部より漸移する。留萠市大和田炭砿潮静小学校附近の露出で

は，峠下層を蔽う本層の最下部に厚さ 3.5m の礫岩層があり，その上にさらに小豆大

の礫が散在する砂質泥岩 ( 厚さ 40 ～ 50m) をへて硬質頁岩層となる。

　本層は厚さ 100 ～ 250m であって，膨縮がはなはだしい。本層は凝灰質の暗灰色硬

質頁岩を標式的なものとするが，局所的には凝灰質泥岩または砂質泥岩の部分もみら

れる。硬質頁岩は風化乾燥すると白色に近くなり，また赤錆を生じ，錐状に破砕す

る。本岩の露頭を遠くからながめると白い煉瓦を積み重ねたように美しい縞模様を呈

し，それがきわめて特徴的である。泥灰質団塊は多いが，域内中央部のものからは直

径 2m にも達する巨大な団塊を産する。

　本層中には海棲貝および有孔虫の化石が散在するが，それらは個体数が少なく，保

存もよくない。そのうち鑑定した種をあげれば，次のごとくである。

Acila gottschei (BÖHM) 

Yoldia scapha YOKOYAMA 

Solemya tokunagai YOKOYAMA 

Macoma sp. 

Thyasira nipponica YABE et NOMURA 

Natica janthostoma DESHAYES
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Neptunea modesta KURODA 

　Ⅱ．2．3．3　留　萠　層

　本層は下位の増毛層から漸移し，その全厚は約 300m を算し，かつその分布は留萠

川沿岸から南方に限られる。本層は下部の塊状砂岩層，およびこれより整合漸移する

上部の珪藻土質泥岩層の両層にわけられる。

　塊状砂岩層　本層の分布は地域的に大体 2 分され，1 つは図幅域内の東部留萠川流

域でほぼ三角形に，他は中央部で留萠川の河口一帯から南方信砂川中流にかけて露出

する。

　本層は下位の増毛硬質頁岩層より漸移し，層厚は約 250m を算し，灰色凝灰質の中

粒ないし細粒砂岩よりなる。砂岩は層理にとぼしく塊状であって，一般にもろくハン

マーで砕くと容易に砂粒に分離する。しかしまれに泥質砂岩の薄層との縞模様を呈す

るところがあり，かろうじて走向・傾斜を測定しうる。信砂川流域に分布するものは

泥岩および礫岩の薄層を挾み，層理がやや明瞭となる。また砂岩には偽層がしばしば

発達しており，団塊および砂管が多くみられる。団塊のうち図幅東部のものは多く砂

質であり，中央部に分布するものは泥灰質で直径 2m にもおよぶものが多い。砂岩

は風化すると灰白色を呈し，その風化面にそって薄く剝離する。砂岩は海棲動物化石

を産するが，さして多くない。調査に際して得た化石には次のものがある。

Neptunea modesta KURODA 

Natica janthostoma DESHAYES 

Balanus sp. 

　本層は天北地方の声問層および勇知層，石狩炭田の追分層，および日高地方の静内

層と対比される。図幅域内で本層の化石の産出は少ないが，大桑 - 万願寺フオーナを

形成するもので，したがって時代は鮮新世と考えられている。

　珪藻土質泥岩層　本層は図幅域内における第三紀層の最上位を占め，その分布は留

萠川左岸以西に限られる。1 つは留萠市附近で高台を形成し，他は増毛海岸で信砂川

下流流域舍熊部落および箸別川下流流域にわたり盆地構造を形成する。構造はいずれ

も簡単で，一般に傾斜は緩やかで水平もしくは 10°内外である。

　本層の岩石は暗灰色軟質の珪藻土質の砂質泥岩を主とする。層理不明瞭で走向・傾

斜はほとんどはかれない。
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　本層と下位の塊状砂岩層との関係は，大体次のようになる。塊状砂岩層の砂岩の上

には本層に属する厚さ 50cm ないし数 m の磨砂層 ( 石英砂 ) があり，その上位に 1

〜 2m の礫岩層 ( 礫は安山岩・泥岩等よりなる ) がよこたわり，その上位にさらに

1m 内外の前記の磨砂層をへて珪藻土質砂質泥岩に漸移する。この連続関係は各所で

確認した範囲では全部一致している。

　本層は海棲貝化石を産するが保存はわるく，印象のみで貝殼をとどめてはいない。

化石で鑑定しえたものは次のとおりである。

Acila gottschei (BÖLHM) 

Yoldia sp. 

Venericardia sp. 

　本層の岩質は外観上，下位の塊状砂岩層の一部によく似ているが，本層は顕著な磨

砂層および礫岩を最下部に挾有すること，団球がないこと，またその岩質はより均質

で珪藻土質であることなどにより，塊状砂岩層のものと区別する。

　本層と塊状砂岩層との境界面は，1 露出でみればかなり不平坦であり，また基部に

いちじるしい礫岩層をもつことなどにより，両者が不整合である疑いもでてくるので

あるが，これを全体的にみたところでは整合である。

　本層は本図幅では留萠層の上部に相当するものであるが，岩質的には滝川層に相当

する疑いが充分ある。元来追分層と滝川層とは不整合関係にあるとされているが，

少なくとも図幅域内では塊状砂岩層と本層とが不整合であるという積極的な証拠はな

い。また滝川層の示準化石といわれる Pecten takahashii YOKOYAMA は当地域では

発見されないこと，また亜炭層を挾有しないことなどにより，一応従来どおり追分統

上部にしておく。

　また本層は天北地方の更別層の疑いもある。

　II．2．4　橄欖石玄武岩

　図幅域内はほとんど水成岩からなり，火成岩としては橄欖石玄武岩が数カ所に岩脈

状に露出しているにすぎない。

　これに関しては舟橋三男の研究 ( 雨竜・空知地方の玄武岩 ) があるが，これによれ

ば当地方は雨竜・空知橄欖石玄武岩地区の一部に属する。



13

　本岩は留萠川本流藤山駅附近・留萠岬・十二線の沢上流および信砂川中流に露出し，

留萠層およびユードロ層をつらぬいて岩脈をなす。留萠岬におけるものは柱状節理を

示し，藤山駅附近におけるものは風化して球を重ねたごとき観を呈している。

　本岩は肉眼的には暗灰色ないし暗青灰色を呈し，細粒・緻密・硬質で往々岩脈の周

縁部は豆大の杏仁状孔隙を示すものが多く，そのなかを沸石がうめている。

　顕微鏡下で検すると，石基は細小な短冊状の基性斜長石とそのあいだをうめる粒状

の輝石とからなり，塡間粒状構造をなし，そのなかにやや大きい橄欖石および輝石の

斑晶が，またまれに繊維状の沸石類がみられる。輝石は普通輝石および紫蘇輝石で柱

状の斑晶をなす。橄攬石は大きな斑晶をなすものがあり，その周縁部の一部は緑泥石

化している。

　II．2．5　第  四  系

　II．2．5．1　段丘堆積層

　本層は海岸・留萠川流域および信砂川流域等に，比高普通 15 ～ 30m の段丘を形成

して発達し，その厚さは普通 2m 以上を算する。本層は主として礫層よりなり，とき

に砂もしくは粘土を挾有する。礫は古期粘板岩・砂岩・輝緑凝灰岩および安山岩・玄

武岩等よりなっている。特に舍熊・増毛附近の本層には，暑寒別岳火山から由来した

安山岩の巨大な礫がおびただしい。

　地質図上では，下位の各地層の判読を不可能ならしめるおそれがあるので，ごく一

部をのぞき彩色を省略した。

　II．2．5．2　冲　積　層

　現河川の氾濫原を構成するもので，主として砂礫および粘土等よりなる。現在農耕

地として利用されているのは，この地層の上表部である。また現在海岸に発達する浜

砂も本層に属する。

II．3　地  質  構  造

　隈根尻層のうち，番外の沢の 1 支流・馬場炭山の沢および八線の沢に露出するもの

は，3 者ほぼ 1 直線に細長く，番外の沢中流断層にそって配列する。隈根尻層のつく

る構造は複雑でまったくわからない。その両側はいずれも断層で第三紀層と接してい
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る。また大和田炭砿附近の輝緑凝灰岩も本層に属し，不整合に大和田夾炭層あるいは

直接峠下層に被覆される。

　ユードロ層もかなり複雑で当地方のおもな背斜および向斜構造を形成する。その主

要なものをあげれば，臼谷では臼谷沢向斜があり，軸は南東 - 北西の方向で両翼の傾

斜は 50 ～ 60°である。その東北に位する中の沢半穹窿構造においては，背斜軸は臼

谷沢向斜軸とほぼ並行し北西に沈み，東翼は折真布断層で切断される。留萠川以南で

もユードロ層は 1 つの背斜構造を形成するが，東翼にはユードロ泥岩層は露出しな

い。この背斜は胴切断層で切られ，傾斜は 20 ～ 60°のものが多い。

　北見統は大和田夾炭層・ユードロ層を不整合に蔽うのであるが，その地質構造は 2

つの地域でことなっている。その 1 つは大体において大和田炭砿を境にしてその西の

方，海岸までのあいだに分布するもので，整然と西あるいは南落ちの単斜構造を示

す。他は大和田炭砿以東のもので大きな，緩い傾斜の向心構造をなす。

　増毛町礼受海岸では 1 小穹窿構造があり，留萠層のなかに増毛層が窓状に露出して

いる。珪藻土質泥岩層はほぼ水平に留萠市の高台を形成するほかは，増毛町附近に広

く緩やかな盆地構造をつくる。

　III．応  用  地  質

　本図幅域内の地質はほとんどすべて水成岩で占められているために，火成金属鉱床

はまったくみられない。夾炭層は第三系に属し，雨竜留萠炭田の一部を形成している

が，わずかに大和田炭砿が稼行鉱山として存在するにすぎない。石油はユードロ層に

油徴はあるが，地域内で試掘が行われたことはない。その他では輝緑凝灰岩が道路の

敷石として，橄欖石玄武岩が防波堤の土台石として採掘利用されている。

III．1　石　　炭

　本図幅中央部大和田駅・藤山駅にかけて新第三系下部の大和田夾炭層が発達し，

雨竜留萠炭田大和田地区を形成する。大和田炭砿がこれに属し古くより開発されて

いる。またユードロ層の軟質細粒砂岩層にも石炭があるが，最厚 10cm にすぎず，

これは稼行の対象にはならない。峠下層はその礫岩層に 1 尺ないし 3 尺の亜炭層を挾
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み，八線の沢ではかつて稼行したことがある。峠下層の属する稚内階は本来各地にお

いて標式的海成層であって，この炭層はその価値は低いが，特殊な含炭層準として注

目されいてる。

　大和田炭砿　大和田炭砿は留萠市大和田にあり，現在は大
だ い わ

和炭砿株式会社に属して

いる。明治 39 年斎藤知一が開坑し，爾来数代の経営者により設備を改善，拡張して

現在にいたった。

　石炭を挾有する地層は大和田夾炭層であって，主として灰白色の砂岩よりなり，黒

色泥岩を挾有する。本炭砿の採掘現場は大和田地区と藤山地区とにわけられる。

　大和田地区においては上層・本層および下層の 3 炭層を挾み，ほぼ北方に 30°ない

し 40°傾斜する単斜構造をなしており，以前考えられた下ユートリマップ断層および

パンケサン断層は存在しない。現在採掘しているものは炭丈 1.8m，夾みのほとんど

ない本層のみで，上層および下層は炭質変化がいちじるしいため，今は採炭を中止し

第 2 表　分　析　表 ( 一杉・佐々木両技官の資料による )　

ている。また試錐により発見された夾炭層上部の新層もまだ開発されていない。

　藤山地区の炭層は炭質が比較的良好であるが，膨縮はなはだしく断層も多く，現在

は稼行していない。

　石炭は炭質優良かつ鉱量豊富で目下長壁式総払採炭法によって採鉱せられ，払後の

処置は手詰局部充塡による。排水・通気・運搬および選鉱等はいずれも動力を使用

し，出炭量は増加の途上にある。現在月出炭 5,000 ～ 6,000 t である。

III．2　石　　油

　従来ユードロ層は油徴のある地層として注目せられ，この分布地帯はかつて石油調

査の対象となったことがある。本図幅域内では油徴としてユードロ砂岩中，かすかに
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油気をおびた砂が各所にみられるにすぎない。

Ⅲ．3　石　　材

　本区域はほとんど大部分が軟弱な水成岩によって占められているため，道路の敷石

等にする岩石に不便を感じるが，数カ所に露出する堅硬な火成岩がこれに役立ってい

る。大和田炭砿附近では国道の敷石として輝緑凝灰岩を採石し，また留萠岬の玄武岩

が同地の防波堤の土台石として利用されている。
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(Abstract)

      T h e  R u m o i  s h e e t  m a p  a r e a  i s  l o c a t e d  i n  t h e  c o a s t a l  r e g i o n  

o f  w e s t  c e n t r a l  H o k k a i d ō .   T h e  d i s t r i c t  t o  t h e  n o r t h  o f  t h e  

R u m o i  r i v e r  i s  a  h i l l y  l a n d ,  r a n g i n g  f r o m  1 0 0  t o  2 5 0  m  i n  

h e i g h t ;  t h e  r i d g e s  a r e  t o r m e d  o f  t h e  T ō g e s h i t a  c o n g l o m e r a t e  

f o r m a t i o n .  T h e  d i s t r i c t  t o  t h e  s o u t h  o f  t h e  r i v e r  i s  s o m e w h a t  

h i g h e r  i n  e l e v a t i o n ,  b e i n g  g e n e r a l l y  l e s s  t h a n  3 5 0 m  a b o v e  s e a  l e v e l .

G e o l o g y  

    T h e  r o c k s  i n  t h e  a r e a  s u r v e y e d  i n c l u d e  t h e  P a l e o z o i c ,  

Te r t i a r y  a n d  Q u a t e r n a r y .   T h e  P a l e o z o i c  r o c k s  c r o p  o u t  i n  s m a l l  

a r e a s ,  a n d  t h e  T e r t i a r y  o n e s  a r e  t h e  m o s t  w i d e s p r e a d .   A t  a  

f e w  p l a c e s  o l i v i n e  b a s a l t  o c c u r s  a s  s m a l l  d i k e s .  

      T h e  g e o l o g i c a l  s u c c e s s i o n  i s  s h o w n  i n  T a b l e  1 .
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K u m a n e s h i r i  f o r m a t i o n  

      T h i s  f o r m a t i o n  i s  d i s t r i b u t e d  i n  t h e  m i d d l e  p a r t  o f  t h e  

m a p p e d  a r e a .  I t  i s  c o m p o s e d  m a i n l y  o f  s l a t e ,  g r e y w a c k e  s a n d -

s t o n e ,  a n d  s c h a l s t e i n .   T h e  r o c k s  h a v e  b e e n  m u c h  f o l d e d  a n d  

f a u l t e d ,  a n d  a r e  b o u n d e d  b y  t h e  T e r t i a r y  r o c k s  w i t h  f a u l t s  a n d  

u n c o n f o r m i t y .  R a d i o l a r i a n  f o s s i l s  a r e  f o u n d ,  b u t  t h e i r  e x a c t  a g e  

h a s  n o t  b e e n  d e c i d e d .   L i t h o l o g i c a l l y  t h e  f o r m a t i o n  m a y  b e  

a s s i g n e d  a s  t h e  P a l e o z o i c .  

Te r t i a r y  

      T h e  Te r t i a r y  r o c k s  a r e  g r o u p e d  i n t o  t h e  f o l l o w i n g  t w o  s e r i e s ,  

w h i c h  a r e  s e p a r a t e d  b y  a n  e r o s i o n  u n c o n f o r m i t y .   T h e  T e s h i o  

s e r i e s  i s  c o n s i d e r e d  t o  b e  f r o m  e a r l y  M i o c e n e  t o  l a t e  M i o c e n e  

i n  a g e ,  w h i l e  t h e  K i t a m i  s e r i e s  m a y  b e  f r o m  e a r l i e s t  t o  l a t e s t  

P l i o c e n e .  

( 1 )  T e s h i o  s e r i e s  

    a )  O w a d a  f o r m a t i o n  :  T h e  O w a d a  f o r m a t i o n ,  w h i c h  i s  c o a l -  

b e a r i n g ,  i s  o n l y  d i s t r i b u t e d  n e a r  t h e  O w a d a  c o l l i e r y  a n d  t h e  

F u j i y a m a  s t a t i o n .  

      I t  m a y  b e  d i v i d e d  i n t o  t h e  b a s a l  c o n g l o m e r a t e  b e d  a n d  t h e  

c o a l - b e a r i n g  b e d .  

      T h e  b a s a l  c o n g l o m e r a t e  b e d  i s  m a d e  u p  o f  a n  a l t e r n a t i o n  o f  

c o n g l o m e r a t e ,  s h a l e ,  a n d  s a n d s t o n e .  I t s  t h i c k n e s s  i s  u s u a l l y  

s e v e r a l  m e t e r s ,  a t t a i n i n g  i n  p l a c e s  7 0  m  a t  m o s t .   T h e  c o n g l o -

m e r a t e  c o n t a i n s  s u b a n g u l a r  b l o c k s  o f  t h e  P a l e o z o i c  r o c k s .  

      T h e  c o a l - b e a r i n g  b e d  i s  c o m p o s e d  m a i n l y  o f  w h i t i s h  g r e y  

s a n d s t o n e  w i t h  s u b o r d i n a t e  d a r k  g r e y  s h a l e ,  a n d  h a s  t h r e e  w o r k a -

b l e  c o a l  s e a m s ,  t h e  u p p e r ,  m a i n ,  a n d  l o w e r  s e a m s .  T h e  b e d  i s  

r i c h  i n  p l a n t  f o s s i l s  w h i c h  b e l o n g  t o  t h e  s o - c a l l e d  " A r c t i c  M i o -

c e n e  F l o r a " .  S h e l l  f o s s i l s  a r e  a l m o s t  w a n t i n g ,  e x c e p t i n g  s o m e  

i m p e r f e c t l y  p r e s e r v e d  f r e s h  w a t e r  o n e s  a s  f o l l o w s :

- 3 -
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M a r g a r i t i f e r a  s p .  

L a n c e o l a r i a  s p .  

V i v i p a r u s  s p .  

      T h e  g e o l o g i c a l  a g e  o f  t h e  O w a d a  f o r m a t i o n  i s  g e n e r a l l y  

c o n s i d e r e d  t o  b e  e a r l y  M i o c e n e ,  t h o u g h  i t  i s  d i s p u t a b l e  a m o n g  

g e o l o g i s t s .  

    b )  Y ū d o r o  f o r m a t i o n :   T h i s  f o r m a t i o n  c o v e r s  t h e  g r e a t e r  

p a r t  o f  t h e  m a p p e d  a r e a .    I t  i s  s u b d i v i d e d  i n t o  c o n g l o m e r a t e  

b e d ,  s o f t  f i n e  s a n d s t o n e  b e d  a n d  m u d s t o n e  b e d .  

      T h e  c o n g l o m e r a t e  b e d  c o n s i s t s  m a i n l y  o f  b l u i s h  g r e y  c o n -

g l o m e r a t e  w h i c h  i s  i n t e r c a l a t e d  w i t h  s a n d s t o n e ,  m u d s t o n e  a n d  

t h i n  c o a l  s e a m s .    I t  c o n t a i n s  p l a n t  f o s s i l s  a n d  s i l i c e o u s  w o o d .  

I t s  t h i c k n e s s  a t t a i n s  2 5 0  m  i n  m a x i m u m .    T h e  p e b b l e s  i n  t h e  

c o n g l o m e r a t e  a r e  s u b a n g u l a r  a n d  a r e  m a d e  u p  o f  b l a c k  s l a t e ,  

s c h a l s t e i n ,  e t c .   T h e  c o n g l o m e r a t e  w i t h s t a n d s  t h e  e r o s i o n  a n d  i s  

c o m m o n l y  f o u n d  o n  t h e  m o u n t a i n  r i d g e s  

      T h e  s o f t  f i n e  s a n d s t o n e  b e d  r a n g e s  f r o m  2 5 0  t o  5 0 0  m  i n  

t h i c k n e s s .  I t  i s  m a d e  u p  o f  a  b l u i s h  g r e y  t o  d a r k  g r e e n i s h ,  

g r e y  f i n e  t o  m e d i u m  g r a i n e d ,  t h i c k  b e d d e d  s a n d s t o n e s .   T h e  

s a n d s t o n e s  a r e  u s u a l l y  i n t e r b e d d e d  w i t h  t h e  l a y e r s  o f  d a r k  g r e y  

s h a l e ,  2  t o  5  m  i n  t h i c k n e s s .    T h e  s a n d s t o n e s  a r e  u s u a l l y  s o f t ,  

f r i a b l e  a n d  p o r o u s .  I n  p l a c e s  t h e r e  a r e  t h i n  c o a l  s e a m s  o f  n o  

e c o n o m i c  v a l u e .  T h i s  b e d  i s  c h a r a c t e r i z e d  b y  t h e  p r e s e n c e  o f  t h e  

f o l l o w i n g  f o s s i l s .  

C o r b i c u l a  i b u r i c a  ( Y OKOYAMA)  

O s t r e a  g r a v i t e s t a  Y OKOYAMA 

C o m p t o n i p h y l l u m  n a u m a n n i  N ATHORST 

N o  i m p o r t a n t  p a l e o n t o l o g i c a l  e v i d e n c e s  w e r e  f o u n d ,  b u t  t h i s  b e d  

m a y  b e  c o r r e l a t e d  w i t h  t h e  H a b o r o  c o a l - b e a r i n g  f o r m a t i o n  i n  t h e  

T e m p o k u  r e g i o n .  

      T h e  m u d s t o n e  b e d  o c c u p i e s  t h e  u p p e r m o s t  p a r t  o f  t h e  Y ū -

d o r o  f o r m a t i o n  a n d  h a s  a  t h i c k n e s s  o f  3 5 0  t o  7 0 0 m .    I t  c o n s i s t s
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m a i n l y  o f  d a r k  g r e y  m u d s t o n e  i n t e r b e d d e d  w i t h  t h i n  s a n d s t o n e .  

I n  t h e  n o r t h e r n  p a r t  o f  t h e  m a p p e d  a r e a  t h e r e  d e v e l o p s  s a n d s t o n e  

w h i c h  i s  i n t e r c a l a t e d  w i t h  t h i n  c o n g l o m e r a t e  i n  t h e  u p p e r  p a r t  

o f  t h i s  b e d .   T h e  m u d s t o n e  i s  h o m o g e n e o u s  i n  t e x t u r e ,  a n d  i s  

m a s s i v e  a n d  t h i c k  b e d d e d ,  w i t h o u t  c l e a r  s t r a t i f i c a t i o n s .    T h e  

m u d s t o n e  i s  p o o r  i n  f o s s i l s ,  b u t  t h e  f o l l o w i n g  s p e c i e s  o f  m a r i n e  

s h e l l s  a r e  f o u n d .  

N u c u l a n a  s p .                  M e r c e n a r i a  s p .  

A c i l a  i n s i g n i s  G OULD       M a c t r a  s p .  

Te l l i n a  s p .                     N a t i c a  j a n t h o s t o m a  D ESHAYES 

M a c o m a  s p .                    P h a x u s  i z u m o e n s i s  ( Y OKOYAMA)  

L i m a  s p .                        Yo l d i a  s p .  

S e r r i p e s  s p .                   D e n t a l i u m  s p .  

      N o  d i r e c t  p a l e o n t o l o g i c a l  d a t a  w e r e  f o u n d ,  b u t  s t r a t i g r a p h i c -

a l l y  t h i s  i s  c o r r e l a t e d  w i t h  t h e  C h i k u b e t s u  f o r m a t i o n  i n  t h e  

T e m p o k u  r e g i o n .  

( 2 )  K i t a m i  s e r i e s  

      T h e  k i t a m i  s e r i e s  r e s t s  u n c o n f o r m a b l y  u p o n  t h e  a b o v e  d e s c r i -

b e d  r o c k s  a n d  i s  b u i l t  u p  o f  t u f f a c e o u s  r o c k s  w h i c h  r e v e a l  t h e  

v o l c a n i c  a c t i v i t y  a t  t h a t  t i m e .   T h i s  s e r i e s  i s  s u b d i v i d e d  i n t o  t h e  

T ō g e s h i t a ,  M a s h i k e ,  a n d  R u m o i  f o r m a t i o n s .  

    a )  T ō g e s h i t a  f o r m a t i o n :   T h e  f o r m a t i o n  i s  d i v i d e d  i n t o  t w o  

s u b s t a g e s ,  t h a t  i s  t u f f a c e o u s  s a n d s t o n e  a n d  s h a l e  b e d ,  a n d  c o n g -

l o m e r a t e  b e d ,  i n  a s c e n d i n g  o r d e r .  T h e  t o t a l  t h i c k n e s s  o f  t h e  

f o r m a t i o n  m e a s u r e s  7 0 0 m  i n  m a x i m u m .  

      T u f f a c e o u s  s a n d s t o n e  a n d  s h a l e  b e d  i s  t h e  l o w e s t  p o r t i o n  o f  

t h e  K i t a m i  s e r i e s .    I t  c o n s i s t s  o f  a n  a l t e r n a t i o n  o f  t u f f a c e o u s  

s a n d s t o n e  a n d  s h a l e ,  i n t e r c a l a t i n g  t h i n  l i g n i t e  i n  t h e  u p p e r  p a r t  

a n d  c o n t a i n i n g  a n g u l a r  s h a l e  p e b b l e s  i n  t h e  l o w e r  p a r t .   T h e r e  

a r e  n u m e r o u s  s p o t s  c o m p o s e d  o f  p u m i c e o u s  s u b s t a n c e s .    T h e  

t h i c k n e s s  i s  1 0 0 m  i n  a v e r a g e  a n d  2 0 0 m  i n  m a x i m u m .    A  f e w  

m a r i n e  s h e l l s  h a v e  b e e n  f o u n d ,  a n d  i n  t h e  u p p e r  p a r t  p l a n t  f o s s i l s
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a r e  c o n t a i n e d .  

      C o n g l o m e r a t e  b e d  c o n s i s t s  m a i n l y  o f  c o n g l o m e r a t e  w i t h  

s u b o r d i n a t e  a m o u n t s  o f  s a n d s t o n e  a n d  s h a l e ,  o c c a s i o n a l l y  w i t h  

t h i n  s e a m s  o f  l i g n i t e ,  a n d  r a n g e s  f r o m  2 0 0  t o  5 0 0  m  i n  t h i c k n e s s .  

A b u n d a n t  m a r i n e  s h e l l s  a n d  e c h i n o i d s  s u g g e s t  t h a t  t h e  T ō g e s h i t a  

f o r m a t i o n  i s  o f  l o w e r  P l i o c e n e  a g e .  

    b )  M a s h i k e  f o r m a t i o n :   T h i s  f o r m a t i o n  c o n s i s t s  o f  t h e  m u d -

s t o n e  b e d  i n  i t s  l o w e r  p a r t  a n d  t h e  h a r d  s h a l e  b e d  i n  i t s  u p p e r .  

H o w e v e r ,  t h e  m u d s t o n e  b e d  d e v e l o p s  o n l y  l o c a l l y  a n d  i n  l a r g e r  

p a r t  o f  t h e  o c c u r r e n c e  t h e  h a r d  s h a l e  b e d  c o v e r s  t h e  T ō g e s h i t a  

f o r m a t i o n  d i r e c t l y .  

      T h e  m u d s t o n e  b e d  i s  m a d e  u p  o f  g r e e n i s h  g r e y ,  m a s s i v e  

a n d  s o f t  m u d s t o n e .  M a r i n e  f o s s i l s  a r e  r a r e .  T h e  t h i c k n e s s  o f  

t h e  b e d  i s  1 0 0 - 1 5 0 m .  

      H a r d  s h a l e  b e d  i s  1 0 0 - 2 5 0 m  i n  t h i c k n e s s  a n d  i s  c o m p o s e d  

a l m o s t  w h o l l y  o f  h a r d  s h a l e .  T h e  s h a l e  i s  d a r k  g r e e n i s h  c o l o r -

e d  o n  f r e s h  f r a c t u r e ,  b u t  b e c o m e s  w h i t i s h  o n  w e a t h e r i n g  s u r f a c e  

a n d  s p l i t s  i n t o  s m a l l  a n g u l a r  p i e c e s .   I t  i n c l u d e s  c a l c a r e o u s  n o d -

u l e s  w h i c h  c o n t a i n  m o l l u s c a n  f o s s i l s .  

    c )  R u m o i  f o r m a t i o n :  M a s s i v e  s a n d s t o n e  b e d  i s  m a i n l y  c o m -

p o s e d  o f  t u f f a c e o u s  s a n d s t o n e ,  m e a s u r i n g  2 0 0  m  i n  t h i c k n e s s .  

T h e  s a n d s t o n e  i s  l i g h t  g r e y  t o  g r e e n i s h  g r e y  i n  c o l o r ,  u s u a l l y  

h o m o g e n e o u s  a n d  t h i c k  b e d d e d ,  a n d  t u r n s  i n t o  a  w h i t i s h ,  f i n e  

t o  m e d i u m  g r a i n e d ,  f r i a b l e  r o c k s  b y  w e a t h e r i n g .  M a r i n e  s h e l l  

f o s s i l s  a r e  f o u n d .  

      D i a t o m a c e o u s  m u d s t o n e  b e d  i s  d i s t r i b u t e d  i n  R u m o i  c i t y  a n d  

i n  t h e  c o a s t a l  a r e a  o f  M a s h i k e  a n d  S h a g u m a .    I t  i s  m a d e  u p  

m a i n l y  o f  d i a t o m a c e o u s  s a n d y  m u d s t o n e ,  2 0 - 1 0 0  m  i n  t h i c k n e s s  

a n d  h a s ,  a t  t h e  b a s e ,   a  c o a r s e  c o n g l o m e r a t e  a n d  a  f i n e  t o  

c o a r s e  g r a i n e d  q u a r t z  s a n d  b e d ,  b e i n g  1  t o  5  m  i n  t h i c k n e s s .  

T h e  d i a t o m a c e o u s  s a n d y  m u d s t o n e  c o n t a i n s  m a r i n e  s h e l l  f o s s i l s  

s u c h  a s  Y o l d i a ,  Ve n e r i c a r d i a ,  a n d  A c i l a .    T h e r e  i s  n o  i m p o r -
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t a n t  e v i d e n c e  o f  u n c o n f o r m i t y  b e t w e e n  t h i s  b e d  a n d  t h e  M a s h i k e  

s a n d s t o n e  b e d .  

O l i v i n e  B a s a l t  

      O l i v i n e  b a s a l t  o c c u r s  a s  s m a l l  d i k e s  i n t r u d i n g  t h e  Yu d o r o  a n d  

R u m o i  f o r m a t i o n s .   T h e  r o c k  i s  d a r k  c o l o r e d  a n d  d e n s e ,  a n d  

c a r r i e s  a m y g d a l o i d a l  c a v i t i e s  f i l l e d  u p  w i t h  z e o l i t e s .   U n d e r  t h e  

m i c r o s c o p e ,  c a l c i c  p l a g i o c l a s e ,  a u g i t e ,  a n d  o l i v i n e  a r e  p r e s e n t  

a s  t h e  p r i n c i p a l  c o n s t i t u e n t s ,  a n d  t h e  t e x t u r e  i s  p o r p h y r i t i c  w i t h  

i n t e r g r a n u l a r  g r o u n d m a s s .  

Q u a t e r n a r y  

      T h e  P l e i s t o c e n e  s e d i m e n t s  a r e  r e p r e s e n t e d  b y  t e r r a c e  d e p o s i t s  

o f  m a r i n e  a n d  f l u v i a t i l e  o r i g i n s .  T h e  m a r i n e  t e r r a c e  d e p o s i t s  

w h i c h  a r e  c o m p o s e d  o f  s a n d ,  g r a v e l ,  a n d  c l a y  l i e  o n  t h e  c o a s t a l  

h i l l y  l a n d s ,  c o v e r i n g  t h e  T e r t i a r y  s e d i m e n t s .    I n  t h e  c o a s t  

o f  M a s h i k e - m a c h i  t h e  g r a v e l  b e d  c o n t a i n s  e n o r m o u s l y  l a r g e  s u b -

a n g u l a r  b l o c k s  o f  a n d e s i t e ,  d e r i v e d  f r o m  S h o k a m b e t s u  v o l c a n o .  

      T h e  r i v e r  t e r r a c e s  a r e  a b o u t  1 5  m  h i g h  i n  a v e r a g e  a n d  a r e  

a l s o  c o m p o s e d  o f  c l a y ,  s a n d ,  a n d  g r a v e l .  

      T h e  a l l u v i a l  d e p o s i t s  a l o n g  s t r e a m s  c o n s i s t  m a i n l y  o f  s a n d  

a n d  g r a v e l ,  a n d  t h o s e  o f  t h e  e x t e n s i v e  c o a s t a l  p l a i n s  c o n s i s t  o f  

s a n d  a n d  c l a y .  

E c o n o m i c  G e o l o g y  

C o a l :   A l t h o u g h  s o m e  l i g n i t e  o r  c o a l  s e a m s  a r e  f o u n d  i n  t h e  

Y ū d o r o  a n d  T ō g e s h i t a  f o r m a t i o n s ,  a l l  o f  t h e m  a r e  t h i n  o r  o f  i n f e r i o r  

q u a l i t y .  T h e  c o a l  s e a m  t h a t  h a s  b e e n  w o r k e d  i s  t h e  m a i n  s e a m  

i n t e r c a l a t e d  i n  t h e  O w a d a  c o a l - b e a r i n g  f o r m a t i o n  a t  O w a d a  

c o l l i e r y .  

P e t r o l e u m :   A  s m a l l  n u m b e r  o f  o i l  s e a p a g e s  a r e  f o u n d  i n  t h e  

s o f t  s a n d s t o n e  b e d  o f  t h e  Y ū d o r o  f o r m a t i o n .
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